  今井　豊　選　入選(五句)
寒 (かん)鯉 (ごい)の骨ほろほろに炊きし母
　　　　　　　　　　　　丹 波 市　　酒井　礼子
玫瑰 (はまなす)や母なき里へ旅のごと
　　　　　　　　　　　　明 石 市　　入江　黎子
雛あられ母の居ぬ間につまみ食い
　　　　　　　　　　　　明 石 市　　山下　広文
一病を嘆かぬ母や春炬燵
　　　　　　　　　兵庫県 多 可 町　　 遠藤　しげ子
夜桜を浴びて母の背すこし伸び
　　　　　　　　　東京都 練 馬 区　　 明　惟久里－ 2－


　木割　大雄　選　入選(五句)
帰省子に見する臍の緒桐箪笥
　　　　　　　　　　　　丹 波 市　　古西　謙佑
母りこん蚊の刺した跡✕ (ばつ)ひとつ
　　　　　　　　　　　　尼 崎 市　　高橋　雅子

冬すみれ母泣きに来し所かな
　　　　　　　和歌山県 日 高 町　　市ノ瀬　翔子
さむくてもわらってるママ大すきよ
　　　　　　　大阪府 　堺　市　　　山本　ゆの（小一年）
昼下がりストーブの前母は岩
　　　　　　　　　　加 古 川 市  正部　大翔（高三年）

　山田　佳乃　選　入選（五句）
百近き母は雛に似てきたり
　　　　　　　　　　　明 石 市　　谷口　仁美　　　　－ 3－

母のゐる畑のどこか風薫 (かぜかお)る
　　　　　　　　兵庫県 多 可 町　　松下　孝裕
蕗 (ふき)の薹 (とう)母の靴履く試歩の道　
　　　　　　　　　　　丹 波 市    瀬川　真由美
新米や母の形見の一合枡
　　　　　　　　　　　丹 波 市　　足立　己代子
片減りの母の長靴草青む
　　　　　　　　　　　加 東 市　  藤井　弥江　　　　
